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図 書 館 
だ 

よ り 

「図書館雑感」 

情報科学部 横田 幸雄

和英辞典で図書館をひくと，辞書の大きさによって異なるが library，biblioteca，

bibliotheque，athenaeum などの言葉が出てくる．どの言葉もそこには知的集約が

されているという意味が含まれている．図書館の歴史は古く，紀元前７世紀のもの

と言われるアッシュールバニパルの図書館がもっとも古いもののひとつであると言

われている．この図書館の所蔵物の多くは大英博物館に保存されている．紀元前

３世紀頃のものとして，プトレマイオス１世によって建てられたエジプトのアレクサン

ドリア図書館は非常に有名で，古代最大にして最高の図書館といわれ膨大な所

蔵を誇り，ヘレニズム文化の発展に大きな貢献をした．幾何学のユークリッド，地

球の外周計測で知られるエラストテネスらが研究したと言われている．残念ながら

ほとんどのものが消失している．ローマ観光名所のひとつ，カラカラ浴場が入浴の

みを目的にしたものではなく，文化施設であったことはよく知られているが，実際に

は併設されていた図書館の方が大きかったとのことである．歴史を振り返って図書

館は中世から近年までの識字率を考えるならば，図書館は主に学者，貴族が利

用するところであった．近世になっても書籍が非常に高価であった時代には庶民

が本を読むのは図書館でなければできなかったことは簡単に想像できる． 

図書館には研究のための情報機関，そして社会への情報提供機関として２つ

の特性があることがその歴史から理解できる．時代が下るに従って，多くのものが

機能分化をするようになっている．図書館に限れば，児童図書館，公共図書館，

点字図書館，大学図書館，などがある．インターネットが発達した現在，将来の学

術研究，学術情報提供の方法，などの発展を念頭に置いて，大学図書館の在り

方をもう一度考え直して再構築する必要があると思われる．その時，アカデミズム

を最大限に発揮することを目指して，いたずらな大衆迎合は慎まなければならな

い．なぜなら，大学が自らの首を絞めることになるから． 



2 

愛知県立大学長久手キャンパス図書館だより 2012 冬 no. 18 
 

■共同図書環展示「もっと知ろうカフェのこと」を開催しました 
 

去る９月１４日から１２月２８日の間、カフェに関する展示を行いました。コーヒーの

淹れ方や歴史、社会問題、カフェ形式でのコミュニケ

ーション方法の図書など、様々な本を揃えました。  

また、同時に長久手市内のカフェを学生さんたちに

投稿・紹介しても

らう「カフェマップ」

を展示し、長久手

市 に よ り 関 心 を

寄せてもらうきっ

かけ作りを行いま

した。 

 

■共同図書環展示「図書館ボランティア apul-s（アップルズ）のオ

ススメ本」展示を開催しています 
 

今年度の募集で集まってくれたボランティアの皆さんに、学生へのオススメ本を選

んでもらいました。推薦文をポップに加工してもらい、本と一緒に展示しているので、

「本が読みたいけど、どれを読んだらいいかわからない」という方は是非一度ご覧く

ださい。 

＊共同図書環システム「ToshoRing」には、書評を投稿する機能がついています。他の人にオス

スメしたい本がある方、文章を書くことに慣れたい方は是非この機能を利用してみてください。 

 

■企画展示「古典籍の魅力」を開催しました 
 

本学では、所蔵の貴重書の中でも特に貴重

なものをデジタル化し、「愛知県立大学 貴重

書コレクション」としてＷｅｂに公開しています。

１０月１８日から１２月１６日の間、そのデジタル

化した貴重書の原本とデジタルデータとを並べ

て展示しました。 
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■講演会「俳書『二子山』をよむ」「古俳書調査の方法」を開催しま

した 
 

去る１２月１４日に企画展示「古典籍の魅力」に関連して講演会を開催しました。 

日本文化学部教授小谷成子先生には「俳書『二

子山』をよむ」と題して当館所蔵の「曽我物語」を題材

にした絵俳書『二子山』についてご講演いただきまし

た。また、客員共同研究員の狩野一三氏と熊澤美弓

氏には「古俳書調査の方法」と題して本学が実施して

いる貴重書のデジタル化の具体的な調査・整理にあ

たっての方法をご紹介いただきました。 

参加者からは「（『二子山』が）俳諧だけでなく、絵

と同時に楽しめ、さらに絵が違う世界を描いている

ことに興味を覚えました」「古典籍の調査をどのよう

にしているのか、良く分かりました」などの声が寄せ

られました。 
 

■ネットで借りている本の確認や貸出中の本の予約などができる

「マイライブラリ」を ぜひご利用ください 
 

「マイライブラリ」を使うと、来館しなくても様々なサービスを受けることができます。 
 

★マイライブラリでできること★ 

(1)現在借りている図書、返却期日の確認 

(2)貸出中の本の予約、守山キャンパスからの取り寄せ 

(3)キーワードにあてはまる新着図書の通知 

(4)OPAC 検索結果をリストに保存 など 

★ログイン方法★ 

ID・パスワードはユニパと同じです。 

図書館への申請は必要ありません。 

図書館ホームページの左下にあるマイライブラリの 

ログイン名とパスワードに入力し「ログイン」ボタンを 

クリックしてください。 

 

図書館 HP からログイン 

マイライブラリ 
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寄贈いただきました、先生方の本を紹介します 

犬飼隆著『木簡による日本語書記史』2011 増訂版  

笠間書院 2011 [810.23/I59] 

宮崎真素美ほか著 都留文科大学国文学科編  

『文科の継承と展開 : 都留文科大学国文学科五十周年記念論文集都』 

勉誠出版 2011 [910.4/ B89] 

遠山一郎, 丸山裕美子編 『いくさの歴史と文字文化』  

三弥井書店 2010 [受入中] 

橋本明著『精神病者と私宅監置 : 近代日本精神医療史の基礎的研究』 

六花出版 2011 [受入中] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開館カレンダー 

 

 

 

 

 

 

□ 9:00～21:20   ■ 9:00～17:00  ■ 休館 

愛知県立大学 学術情報センター 長久手キャンパス図書館 

E-mail etsuran@lib.aichi-pu.ac.jp 

http://www.aichi-pu.ac.jp/library/ 

 

長久手キャンパス図書館は平成 23 年 10 月 31 日から、国立女性教

育会館女性教育情報センターと連携し、『コミュニケーション、メディア、

歴史、災害』に関する図書 100 冊を取り寄せ、皆さんの利用に供して

います。 

今回の取り寄せ図書の貸出期間は 2 月 15 日（水）までです。 

本は、図書館に入って左手の書棚に展示しています。1 回につき 3 冊 2

週間の貸出が出来ます。この機会にぜひご利用ください。 


